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1. 令和5年12月期第2四半期の連結業績（令和5年1月1日～令和5年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

5年12月期第2四半期 42,657 11.2 2,029 ― 2,101 ― 1,718 ―

4年12月期第2四半期 38,368 1.0 △147 ― △77 ― △744 ―

（注）包括利益 5年12月期第2四半期　　2,093百万円 （―％） 4年12月期第2四半期　　△607百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

5年12月期第2四半期 29.52 ―

4年12月期第2四半期 △12.53 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

5年12月期第2四半期 51,903 20,422 37.7

4年12月期 55,511 19,604 32.0

（参考）自己資本 5年12月期第2四半期 19,566百万円 4年12月期 17,766百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

4年12月期 ― ― ― 5.00 5.00

5年12月期 ― ―

5年12月期（予想） ― 7.00 7.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 5年12月期の連結業績予想（令和 5年 1月 1日～令和 5年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 4.8 2,400 ― 2,400 ― 1,800 ― 30.92

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 5年12月期2Q 65,586,196 株 4年12月期 65,586,196 株

② 期末自己株式数 5年12月期2Q 7,375,617 株 4年12月期 7,375,353 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 5年12月期2Q 58,210,687 株 4年12月期2Q 59,432,743 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在における将来の見通し、計画の元となる前提、予測を含んで記載してお
ります。実際の業績は、今後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】４ページ「１．当四半期決算に関する定
性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する行動制限の緩和や、５類感

染症への移行により、経済活動・社会活動の正常化が進み、緩やかな回復基調がみられました。一方で、長期化して

いるロシア・ウクライナ情勢に起因する原材料・エネルギー価格の高騰や、円安進行に伴う国内の物価上昇により、

依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような経営環境の下、当社グループは、グループの持続的な成長及び中長期的な企業価値の向上を図るべく、

中長期戦略「長期ビジョン100」で掲げた５本の柱を軸とした諸施策を引き続き進めてまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、42,657百万円（前年同期比11.2％増）となりました。利益

面では、営業利益は2,029百万円（前年同期は147百万円の営業損失）、経常利益は2,101百万円（前年同期は77百万円

の経常損失）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,718百万円（前年同期は744百万円の親会

社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

なお、当第２四半期連結会計期間におきましては、加工用澱粉事業を展開しておりました連結子会社である株式会

社サニーメイズの株式を一部譲渡し、当第２四半期連結会計期間期首をみなし売却日として、連結の範囲から除外し

ております。そのため、加工用澱粉事業の業績は第１四半期連結累計期間までを連結の範囲に含めております。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

販売実績

セグメントの名称 アイテム

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
至 令和５年６月30日)

(百万円)

前年同期比
(％)

酒類 和酒部門 焼酎 17,400 99.9

チューハイ 8,330 127.4

清酒 1,798 110.5

合成清酒 901 108.4

販売用アルコール 7,437 148.0

みりん 202 69.7

36,071 113.7

洋酒部門 2,439 109.9

その他の部門 289 102.1

38,800 113.4

加工用澱粉 1,341 65.3

酵素医薬品 1,811 97.5

不動産 662 347.8

その他 41 112.1

合 計 42,657 111.2

（注） 加工用澱粉事業は、第１四半期連結累計期間までの業績となっております。

【酒類事業】

酒類事業におきましては、国内の人口減少や少子高齢化、飲酒機会の減少に加え、全カテゴリーに及ぶ販売価格の

改定（値上げ）により需要の縮小が一段と進み、競争が益々激化しております。一方で、行動制限の緩和により業務

用市場では回復の兆しが表れております。また、物価上昇による節約志向の高まりから、家庭用市場におきましては、

ＰＢ商品が引き続き好調に推移しており、関連するチューハイの素やハイボールに最適なウイスキーなどが伸張して

おります。このようなニーズの変化に対応した販売活動を推進した結果、売上高は38,800百万円(前年同期比13.4％

増)となりました。また、利益面につきましては、価格改定を推し進めたことにより、1,319百万円の営業利益(前年同

期は446百万円の営業損失）となりました。

　和酒部門のうち焼酎につきましては、しそ焼酎「鍛高譚」が好調に推移したものの、ＰＢ商品等の減少により、売

上高は減少いたしました。同カテゴリーでは、昨年、発売30周年を迎えたしそ焼酎「鍛高譚」の公式Ｉｎｓｔａｇｒ

ａｍアカウントを４月に開設し、商品情報の発信やキャンペーンをはじめとしたＳＮＳマーケティングを強化するな
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ど、商品認知向上、さらなるファン層の獲得を目指した施策を実施いたしました。なお、令和４年度以降、当期まで

に、甲類焼酎で平均４％、乙類焼酎並びに甲乙混和焼酎で平均６％の価格改定を数回にわたり実施しております。

　チューハイなどのＲＴＤ分野につきましては、レトロな雰囲気や懐かしい味わいを楽しめる「昔懐かしい」シリー

ズや、ローカルな飲食店やメーカーにスポットを当てた「ご当地」シリーズ、ＰＢ商品がそれぞれ好調に推移し、売

上高は増加いたしました。「ご当地」シリーズにおきましては、北海道で長年親しまれているガラナ飲料「コアッ

プ・ガラナ」とのコラボレーション商品である「大人のコアップガラナサワー」を数量限定で発売するなど、ライン

アップ強化を図っております。なお、同カテゴリーにおいても令和４年度に２回にわたり平均９％の価格改定を実施

しております。

　清酒につきましては、市場の低迷が続いておりますが、業務用商品やＰＢ商品等が好調に推移し、売上高は増加い

たしました。なお、同カテゴリーは、令和４年度に平均７％の価格改定を実施しております。

　販売用アルコールにつきましては、酒類原料用アルコール及び工業用アルコールが好調に推移し、売上高は増加い

たしました。同カテゴリーは、概ね四半期毎に各取引先と価格改定を行い、原料価格高騰分の価格転嫁を進めており

ます。

　洋酒部門につきましては、炭酸水で割るだけで手軽に居酒屋の味わいを家で楽しむことができる、ＲＴＳの「酎ハ

イ専科」シリーズが好調に推移したほか、ハイボールに最適なウイスキー「香薫（こうくん）」などが国内外で伸張

したことにより、売上高は増加いたしました。なお、同カテゴリーは、令和４年度以降、当期までに数回にわたり平

均６％の価格改定を実施しております。

【加工用澱粉事業】

加工用澱粉事業につきましては、当第２四半期連結会計期間において、連結子会社でありました当該事業を展開す

る株式会社サニーメイズの株式を一部譲渡し、当社の株式会社サニーメイズに対する持分割合が減少した結果、当第

２四半期連結会計期間期首をみなし売却日として連結の範囲から除外し、持分法の適用範囲に含めております。なお、

第１四半期連結累計期間までの売上高は1,341百万円(前年第２四半期連結累計期間比34.7％減)、営業損失は６百万円

(前年第２四半期連結累計期間は149百万円の営業損失)であります。

【酵素医薬品事業】

酵素医薬品事業につきましては、国内における発酵受託ビジネスが好調に推移したものの、酵素部門における海外

での販売が減少したため、売上高は1,811百万円(前年同期比2.5％減)となりました。しかしながら、利益面につきま

しては、原価の低減及び製品構成の影響により、360百万円の営業利益(前年同期比6.4％増)となりました。

【不動産事業】

不動産事業につきましては、銀座の旧本社ビル跡地に、三菱地所グループの株式会社ロイヤルパークホテルズアン

ドリゾーツが運営するホテル「ザ ロイヤルパーク キャンバス 銀座コリドー」が昨年11月にオープンしたことや、販

売用不動産の売却があったことなどにより、売上高は662百万円(前年同期比247.8％増)、営業利益は352百万円(前年

同期比244.6％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債および純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、51,903百万円となり、投資有価証券は増加したものの、

売上債権が減少したため、前連結会計年度末と比較し3,607百万円の減少となりました。

負債につきましては、31,480百万円となり、未払法人税等は増加したものの、未払酒税や未払金が減少したため、

前連結会計年度末と比較して4,426百万円の減少となりました。

純資産につきましては、20,422百万円となり、前連結会計年度末と比較して818百万円の増加となりました。これ

は主に利益剰余金の増加によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は616百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て278百万円の減少となりました。

　



オエノンホールディングス株式会社(2533) 2023年12月期 第２四半期決算短信

― 4 ―

営業活動によるキャッシュ・フローにおける資金の減少額は、94百万円(前年同期比2,534百万円増)となりまし

た。これは主に、売上債権の減少額2,301百万円、税金等調整前当期純利益2,064百万円等がありましたものの、未

払酒税の減少額3,298百万円、棚卸資産の増加額1,666百万円等を計上したことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、貸付金の回収による収入950百万円等がありましたので、532百

万円(前年同期比2,455百万円増)の資金増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、長期借入金の返済による支出300百万円、配当金の支払額293百

万円等がありましたので、716百万円(前年同期比5,121百万円減)の資金減少となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、令和５年７月28日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(令和４年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和５年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 899 621

受取手形及び売掛金 16,955 13,635

商品及び製品 6,329 7,210

仕掛品 230 278

原材料及び貯蔵品 2,026 1,280

その他 615 369

貸倒引当金 △18 △16

流動資産合計 27,038 23,379

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 30,122 29,491

減価償却累計額 △19,737 △19,526

建物及び構築物（純額） 10,385 9,964

機械装置及び運搬具 36,348 35,103

減価償却累計額 △30,975 △30,116

機械装置及び運搬具（純額） 5,372 4,987

土地 9,628 9,438

建設仮勘定 8 42

その他 1,777 1,773

減価償却累計額 △1,549 △1,523

その他（純額） 228 250

有形固定資産合計 25,623 24,683

無形固定資産

のれん 5 4

その他 549 563

無形固定資産合計 554 567

投資その他の資産

投資有価証券 1,545 2,575

繰延税金資産 403 348

その他 351 353

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 2,294 3,272

固定資産合計 28,473 28,524

資産合計 55,511 51,903
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(令和４年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和５年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,035 4,866

電子記録債務 1,791 1,627

短期借入金 6,950 6,850

未払金 4,608 3,708

未払酒税 8,448 5,149

未払法人税等 153 432

賞与引当金 62 237

役員賞与引当金 2 11

株主優待引当金 23 -

設備関係支払手形 43 26

設備関係電子記録債務 34 69

その他 1,322 1,308

流動負債合計 28,476 24,290

固定負債

長期借入金 2,400 2,100

長期預り金 3,134 3,098

繰延税金負債 128 227

役員株式給付引当金 111 119

退職給付に係る負債 1,497 1,468

資産除去債務 53 51

その他 104 125

固定負債合計 7,430 7,190

負債合計 35,906 31,480

純資産の部

株主資本

資本金 6,946 6,946

資本剰余金 5,602 5,604

利益剰余金 6,873 8,297

自己株式 △1,927 △1,927

株主資本合計 17,494 18,920

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 454 623

繰延ヘッジ損益 △97 104

退職給付に係る調整累計額 △84 △82

その他の包括利益累計額合計 272 645

非支配株主持分 1,837 856

純資産合計 19,604 20,422

負債純資産合計 55,511 51,903
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
　至 令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
　至 令和５年６月30日)

売上高 38,368 42,657

売上原価 33,446 35,551

売上総利益 4,922 7,106

販売費及び一般管理費 5,069 5,076

営業利益又は営業損失（△） △147 2,029

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 23 25

持分法による投資利益 - 18

受取賃貸料 32 31

為替差益 46 36

雑収入 27 27

営業外収益合計 129 140

営業外費用

支払利息 34 47

操業休止等経費 12 12

雑損失 11 8

営業外費用合計 59 68

経常利益又は経常損失（△） △77 2,101

特別利益

投資有価証券売却益 - 14

その他 - 0

特別利益合計 - 14

特別損失

固定資産除却損 18 2

製品回収関連損失 86 -

関係会社株式売却損 - 46

その他 0 1

特別損失合計 105 51

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△182 2,064

法人税等 639 349

四半期純利益又は四半期純損失（△） △821 1,715

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △76 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△744 1,718
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
　至 令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
　至 令和５年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △821 1,715

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 62 170

繰延ヘッジ損益 155 205

退職給付に係る調整額 △3 2

その他の包括利益合計 213 378

四半期包括利益 △607 2,093

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △531 2,091

非支配株主に係る四半期包括利益 △76 2
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
　至 令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
　至 令和５年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△182 2,064

減価償却費 846 921

のれん償却額 1 1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 22 △28

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △2

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 9

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 4 8

株主優待引当金の増減額（△は減少） △18 △23

受取利息及び受取配当金 △23 △25

支払利息 34 47

持分法による投資損益（△は益） － △18

固定資産除却損 18 2

投資有価証券売却益 － △14

関係会社株式売却損 － 46

製品回収関連損失 86 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,939 2,301

棚卸資産の増減額（△は増加） △445 △1,666

仕入債務の増減額（△は減少） △541 △321

未払消費税等の増減額（△は減少） △656 164

未払酒税の増減額（△は減少） △3,871 △3,298

その他 △786 △158

小計 △2,584 7

利息及び配当金の受取額 23 25

利息の支払額 △53 △61

事業再編による支払額 △90 －

製品回収関連損失の支払額 △77 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 153 △65

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,628 △94
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
　至 令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
　至 令和５年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △1,868 △395

固定資産の除却による支出 △31 －

国庫補助金による収入 － 32

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 0 17

連結の範囲の変更を伴う
子会社株式の売却による収入

－ 119

関係会社貸付けによる支出 － △150

関係会社貸付金の回収による収入 － 950

その他 △19 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,922 532

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,250 △100

長期借入金の返済による支出 △375 △300

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △26 △15

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △437 △293

非支配株主への配当金の支払額 △3 △3

その他 △2 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,405 △716

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △146 △278

現金及び現金同等物の期首残高 986 894

現金及び現金同等物の四半期末残高 839 616
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 令和４年１月１日 至 令和４年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

酒類
加工用
澱粉

酵素
医薬品

不動産 合計

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

34,229 2,053 1,857 190 38,331 37 ― 38,368

　(2) セグメント間の
内部売上高又は

　 振替高
0 ― ― ― 0 ― △0 ―

計 34,230 2,053 1,857 190 38,332 37 △0 38,368

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△446 △149 338 102 △154 7 ― △147

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業・荷役業等であります。

２ 調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 令和５年１月１日 至 令和５年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

酒類
加工用
澱粉
(注)４

酵素
医薬品

不動産 合計

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

38,800 1,341 1,811 662 42,616 41 ― 42,657

　(2) セグメント間の
内部売上高又は

　 振替高
13 ― ― ― 13 ― △13 ―

計 38,813 1,341 1,811 662 42,629 41 △13 42,657

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

1,319 △6 360 352 2,026 2 ― 2,029

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業・荷役業等であります。

２ 調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 令和５年５月15日付で、加工用澱粉事業を展開していた株式会社サニーメイズの株式を一部譲渡したことに

伴い、同社を連結の範囲から除外し、持分法の適用範囲に含めております。このため、当該事業について

は、第１四半期累計期間における売上高及びセグメント損失を記載しております。
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６．連結業績予想

７．予想売上高

令和5年8月4日

令和５年12月期 第２四半期決算　参考資料



１．要約連結損益計算書
単位：百万円

前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

自 令和4年 1月 1日 自 令和5年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至 令和4年 6月30日 至 令和5年 6月30日

酒類事業 34,229 38,800 4,570 113.4

加工用澱粉事業 2,053 1,341 △ 711 65.3

酵素医薬品事業 1,857 1,811 △ 45 97.5

不動産事業その他 227 704 476 309.2

38,368 42,657 4,289 111.2

売上原価 33,446 35,551 2,105 106.3

4,922 7,106 2,183 144.4

販売費及び一般管理費 5,069 5,076 7 100.1

酒類事業 △ 446 1,319 1,766        -

加工用澱粉事業 △ 149 △ 6 143        -

酵素医薬品事業 338 360 21 106.4

不動産事業その他 109 355 245 324.1

△ 147 2,029 2,176        -

営業外収益 129 140 11 108.6

営業外費用 59 68 9 115.5

△ 77 2,101 2,178        -

特別利益 - 14 14        -

特別損失 105 51 △ 53 48.9

△ 182 2,064 2,246        -

法人税等合計 639 349 △ 289 54.7

△ 821 1,715 2,536        -

非支配株主に帰属する四半期純利益 △ 76 △ 3 73        -

△ 744 1,718 2,462        -

△ 12.53 29.52 42.05        -

1,489 341 △ 1,148 22.9

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

1株当たり四半期純利益（円）

設備投資額

税金等調整前四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

四半期純利益

※当第２四半期連結会計期間に加工用澱粉事業を行う連結子会社株式会社サニーメイズの株式を一部譲渡いたしま

 　については売上高、営業利益ともに当第１四半期連結累計期間のままとなっております。

　 した。これに伴い同社が、第２四半期期首(令和5年4月1日)より持分法適用関連会社となったため、加工用澱粉事業

 　（加工用澱粉事業数値 前年：令和4年1-6月、当年：令和5年1-3月)
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２．要約連結損益計算書（当四半期）
単位：百万円

前第2四半期
連結会計期間

当第2四半期
連結会計期間

自 令和4年 4月 1日 自 令和5年 4月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至 令和4年 6月30日 至 令和5年 6月30日

酒類事業 18,810 20,492 1,681 108.9

加工用澱粉事業 1,113 - △ 1,113 -

酵素医薬品事業 855 890 35 104.1

不動産事業その他 115 431 315 372.7

20,895 21,813 918 104.4

売上原価 18,281 18,023 △ 258 98.6

2,614 3,790 1,176 145.0

販売費及び一般管理費 2,623 2,637 14 100.6

酒類事業 △ 145 834 979        -

加工用澱粉事業 △ 81 - 81        -

酵素医薬品事業 167 95 △ 71 57.0

不動産事業その他 50 223 173 443.4

△ 8 1,152 1,161        -

営業外収益 75 96 20 127.9

営業外費用 31 30 △ 0 97.3

35 1,218 1,183        -

特別利益 － 14 14        -

特別損失 7 50 43 657.9

27 1,182 1,154        -

法人税等合計 668 255 △ 412 38.2

△ 640 926 1,567        -

非支配株主に帰属する四半期純利益 △ 40 6 47        -

△ 600 920 1,520        -

△ 10.10 15.81 25.91        -

親会社株主に帰属する四半期純利益

1株当たり四半期純利益（円）

四半期純利益

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

税金等調整前四半期純利益
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３．セグメント別売上高
単位：百万円

前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

自 令和4年 1月 1日 自 令和5年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至 令和4年 6月30日 至 令和5年 6月30日

17,413 17,400 △ 13 99.9

(6,344) (6,451) (107) (101.7)

(11,069) (10,949) (△ 120) (98.9)

6,537 8,330 1,793 127.4

1,627 1,798 170 110.5

831 901 70 108.4

5,025 7,437 2,411 148.0

290 202 △ 87 69.7

2,219 2,439 219 109.9

283 289 5 102.1

34,229 38,800 4,570 113.4

2,053 1,341 △ 711 65.3

1,857 1,811 △ 45 97.5

190 662 472 347.8

37 41 4 112.1

38,368 42,657 4,289 111.2

販 売 用 ア ル コ ー ル

洋 酒

加 工 用 澱 粉

酒 類 計

そ の 他

酵 素 医 薬 品

み り ん

そ の 他

合 計

不 動 産

焼 酎

チ ュ ー ハ イ

清 酒

合 成 清 酒

（ 甲 類 焼 酎 ）

（ 乙 類 焼 酎 ）
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４．利益増減要因
単位：百万円

利益増減（△) 主な増減要因

酒類事業 1,766 販売価格の改定および売上高増加による

総利益増+3,980

原材料コストの上昇による原価増△2,320

人件費など販管費の増△100

製品構成による影響等+206

加工用澱粉事業 143 前第２四半期連結会計期間△149

酵素医薬品事業 21 国内発酵受託の増

不動産事業その他 245 銀座ホテル賃貸収益および

販売用不動産売却による増

2,176

営業外収益 11 持分法による投資利益の増

営業外費用 △ 9 支払利息の増

2,178

特別利益 14 投資有価証券売却益の増

特別損失 53 製品回収関連損失の減

2,246

法人税等 289

2,536

非支配株主に帰属する四半期純利益 △ 73

2,462

税金等調整前四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

営業利益

経常利益

四半期純利益
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５．要約連結貸借対照表
単位：百万円

前連結会計年度
当第2四半期
連結会計期間

令和4年12月31日 令和5年6月30日

(資産の部)

現金及び預金 899 621 △ 278 69.1

受取手形及び売掛金 16,955 13,635 △ 3,320 80.4 季節要因による売上高減

棚卸資産 8,586 8,770 183 102.1

その他 615 369 △ 246 60.0 未収入金（未収消費税等）等の減

貸倒引当金 △ 18 △ 16 2        -

流動資産合計 27,038 23,379 △ 3,658 86.5

　建物 8,753 8,423 △ 329 96.2

　土地 9,628 9,438 △ 190 98.0

　その他 7,241 6,821 △ 419 94.2

有形固定資産計 25,623 24,683 △ 940 96.3

無形固定資産 554 567 13 102.4

　投資有価証券 1,545 2,575 1,030 166.6
連結子会社１社の持分法適用関連
会社への変更による増

　長期前払費用 115 119 3 103.0

　繰延税金資産 403 348 △ 54 86.5

　その他 235 234 △ 0 99.6

　貸倒引当金 △ 5 △ 5 -        -

投資その他の資産計 2,294 3,272 977 142.6

固定資産合計 28,473 28,524 50 100.2

資産合計 55,511 51,903 △ 3,607 93.5

主な増減要因増減（△)
前年対比

（％）
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単位：百万円

前連結会計年度
当第2四半期
連結会計期間

令和4年12月31日 令和5年6月30日

(負債の部)

支払手形及び買掛金 6,827 6,494 △ 332 95.1

短期借入金 6,950 6,850 △ 100 98.6

未払金 4,608 3,708 △ 899 80.5

未払酒税 8,448 5,149 △ 3,298 61.0 季節要因による売上高減

その他 1,643 2,087 444 127.0 未払法人税、未払消費税等の増

流動負債合計 28,476 24,290 △ 4,186 85.3

長期借入金 2,400 2,100 △ 300 87.5

その他 5,030 5,090 59 101.2

固定負債合計 7,430 7,190 △ 240 96.8

負債合計 35,906 31,480 △ 4,426 87.7

(純資産の部)

資本金 6,946 6,946 - 100.0

資本剰余金 5,602 5,604 1 100.0

利益剰余金 6,873 8,297 1,424 120.7

自己株式 △ 1,927 △ 1,927 △ 0        -

株主資本合計 17,494 18,920 1,426 108.2

その他有価証券評価差額金 454 623 169 137.3

繰延ヘッジ損益 △ 97 104 201        -

退職給付に係る調整累計額 △ 84 △ 82 2        -

その他の包括利益累計額合計 272 645 373 237.1

非支配株主持分 1,837 856 △ 981 46.6

純資産合計 19,604 20,422 818 104.2

負債純資産合計 55,511 51,903 △ 3,607 93.5

32.0 37.7 5.7自己資本比率（％）

主な増減要因増減（△)
前年対比

（％）
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６．連結業績予想
単位：百万円

前連結会計年度 当連結会計年度

自　令和 4年 1月 1日 自　令和 5年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至  令和 4年12月31日 至  令和 5年12月31日

酒類事業 72,904 78,788 5,884 108.1

加工用澱粉事業 4,279 1,341 △ 2,938 31.3

酵素医薬品事業 3,395 3,557 161 104.8

不動産事業その他 541 1,313 771 242.5

81,120 85,000 3,879 104.8

売上原価 71,449 72,032 583 100.8

9,670 12,967 3,296 134.1

販売費及び一般管理費 10,378 10,567 188 101.8

酒類事業 △ 961 1,399 2,360        -

加工用澱粉事業 △ 344 △ 6 338        -

酵素医薬品事業 370 420 49 113.3

不動産事業その他 227 587 359 257.6

△ 707 2,400 3,107        -

営業外損益 61 0 △ 61        -

△ 645 2,400 3,045        -

特別損益 △ 131 △ 135 △ 3        -

△ 777 2,264 3,041        -

法人税等合計 664 438 △ 225 66.0

△ 1,441 1,826 3,267        -

非支配株主に帰属する当期純利益 △ 184 26 210        -

△ 1,257 1,800 3,057        -

税金等調整前当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益
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７．予想売上高
単位：百万円

前連結会計年度 当連結会計年度

自　令和 4年 1月 1日 自　令和 5年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至  令和 4年12月31日 至  令和 5年12月31日

36,100 36,370 269 100.7

(12,886) (12,939) (52) (100.4)

(23,213) (23,431) (217) (100.9)

14,169 16,126 1,956 113.8

3,545 3,963 417 111.8

1,862 1,941 79 104.3

11,265 13,987 2,721 124.2

621 416 △ 205 67.0

4,748 5,323 574 112.1

589 660 70 111.9

72,904 78,788 5,884 108.1

4,279 1,341 △ 2,938 31.3

3,395 3,557 161 104.8

460 1,230 770 267.4

81 82 1 101.3

81,120 85,000 3,879 104.8

そ の 他

合 計

不 動 産

酵 素 医 薬 品

み り ん

販 売 用 ア ル コ ー ル

洋 酒

加 工 用 澱 粉

焼 酎

チ ュ ー ハ イ

清 酒

合 成 清 酒

（ 甲 類 焼 酎 ）

（ 乙 類 焼 酎 ）

酒 類 計

そ の 他
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